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囲碁ボールは五目並べとスティック競技を融合させたもので、碁盤状マットにスティックでボ
ールを打ち、ラインを作ることを目的とした競技です。
年齢・性別・体力を問わず誰でも楽しめます。シンプルながらも戦略性が高く、奥深い展開が魅
力で、愛好者が全国に広がっています。

囲碁ボール

1チーム2人から最大10人までプレイできます。
選手は試合開始の前にヒットラインに集合し、トスで先攻を決めます。
ゲームは全3局で争われ、トスで勝ったチームが1局目の先攻で、黒ボールを使用します。

　　負けたチームは後攻で白ボールです。以後同じ色のボールを使用します。
ヒット（スティックでボールを打つこと）順は、黒チームと白チームが交互に打ちます。
両チームがすべてのボール(黒・白各10個）を打ち終わることを「1局」といい、１局が終わ
ればアウトボールを取り除き、セーフボールの得点を記録します。

A  B C 3人のチームの場合
1局目　ABC ABC ABC A   
2局目　BCA BCA BCA B
3局目　CAB CAB CAB C

競技方法

競技は、ヒットしたボールを碁盤上の穴に停止させるこ
とを争います。
ボールをヒットできる位置はヒットラインの後方でライ
ンの幅の範囲内です。（右図参照）
ボールはスティックで打ちますが、その回数はボール1球
につき1回限りです。
1試合を通してプレイヤーは打順を守ってボールを打ちま
す（右表参照）
マット上の全てのボールは両チームが全てのボールを打
ち終わり判定に入るまで触れたり、移動させたりするこ
とはできません。

ヒットライン

ABC ローテーション

両チームがすべてのボール（黒・白各１０個）を打ち終わると１局の終了となります。終了
を確認したら、相互審判でアウトボールを除き、判定に入ります。

個人戦（シングル・プレイ）

黒と自のチーム対戦のほか、1人で連続して競技する個人戦(シングル・プレイ)もあります。
1人が自分のボールの色を決め、10球のボールを連続して打ちます。
ボールを打つ位置や、 すでに入つているボールヘの取り扱いは、チーム対戦と同じです。
10球を打ち終わつた段階で、アウトボールを取り除き、チーム対戦と同じように、ライン
得点とポイント得点を判定し、記録します。
2局の合計得点で、成績、順位を決めます。

 (チーム対戦時にある、全部のボールがセーフになるポイント得点「10」によるボーナス
得点「5目1連」はこのシングルプレーにはありません。

黒・白それぞれ１０個ずつのボールを打ち終わった段階で、セーフボールとアウトボールの
判定を、相互審判でおこないます。
セーフボールはボールが穴の底(グレーサークル）に接触していなければなりません。

お問い合わせ先

囲碁ボールのルールに関するご質

問、用具のご用命、講習会のご依頼

など、あらゆるお問い合わせは下記

までご連絡ください。

日本囲碁ボール普及会

〒669-3315

兵庫県丹波市柏原町大新屋724-1

TEL：0795-71-1187

FAX：050-3737-1736

e-mail : info@igoball.jp



ライン得点

ポイント得点

勝敗判定例

黒は3目2連、白は3目1連 黒はライン得点なし

白は4目1連と3目1連

自チームのボールが縦、横、斜めのいずれかの

穴に3つ以上並ぶとライン得点となります。ライ

ンを構成する球数を「目」といい、できたライ

ン数を「連」といいます。ただし、6目以上は無

効でライン得点が無効となり、ポイント得点の

みとなります。

得点
得点には「ライン得点」と「ポイント得点」があります。

1局終了後、 穴に正しく入っているボールをセーフボールとしてこれらのボールを「ライン得

点」と「ポイント得点」 で集計します。

いずれかの穴に停止したセーフボールの数がポイント得点となります。自チームのボール10個

すべてがいずれかの目に入つた場合はポイント得点10に加え、ライン得点の「5目1連」が与え

られます。

一つの穴に複数のボールがセーフボー

ルとなることはありません。

反対に複数のボールが全部アウトボー

ルとなることはあります。

1局の判定

1.はじめにライン得点を見ます。

５目、４目、３目の順に、多い「目」において「連」がいくつあるかを比べます。

数の多い「目」があるチームが勝ちです。

「目」が同じ場合は「連」の多いチームが勝ちです。

2.次にポイント得点を見ます。

ライン得点がすべて同じ場合のみ、ポイント得点の勝負となります。

ポイント得点の多い方が勝ちです。

ライン得点が優先するため、いくらポイント得点が多くても勝ちにならない場合があり

ます。

１局が終了すれば、得点を計算し次の局に入ります。

次の局は、前の局の得点のいいチームが先攻となります。

終了した局が同点の場合は、前の局の先攻チームが引き続き先攻となります。

1試合の勝敗判定

1試合は基本的に3局の得点の合計で競います。

1試合の局数は競技会ごとにローカルで決定してください。

1.はじめにライン得点をみます。

５目、４目、３目の順に、多い「目」において「連」がいくつあるかを比べます。

数の多い「目」があるチームが勝ちです。

「目」が同じ場合は「連」の多いチームが勝ちです。

2.次にポイント得点をみます。

ライン得点がすべて同じ場合のみ、ポイント得点の勝負となります。

ポイント得点の多い方が勝ちです。

3.ライン得点でもポイント得点でも同じ場合は、いずれかの局で高いポイント得点のあるチーム

が勝ちとなります。

4.さらに同じ場合は、トスで決めます。

（ケース1）

Bチームが「5目1連」で勝ち

（ケース2）

どちらも5目があるの4目のあるAが勝ち

（ケース3）

4目があるAが勝ち

（ケース4）

3目の比較でBがAを上回るのでBの勝ち

（ケース5）

両チームともにライン得点がが同じため

ポイント得点の多いAの勝ち

（ケース6）

ライン得点なし、ポイント得点が同点のため

1局での最大ポイント得点6のあるAの勝ち


